ジョン. ヒンク マン 氏の 田園 住宅 は、 いろいろの 理 

由から 僕に とって は 甚だ 愉快な 場所で、 やや 無遠慮 

い ご こ ち ぐうきょ 

では あるが、 まことに 居心地のよい 接待ぶ りの 寓居で 

あった。 庭に は 綺麗に 刈り込んだ 芝 原と、 塔の ように 

かしわ にれ 

突っ立った 槲ゃ楡 の 木が あって、 ほかに も 所 どころ 

に 木立ちが 茂って いた。 家から 遠くない ところに 小さ 

い 流れが あって、 そこに は 皮 付きの 粗末な 橋が 架けて 

あった。 

ここらに は 花 も あれば 果物 も あり、 愉快な 人た ち も 

住んで いて、 将棋、 玉突き、 騎馬、 散歩、 魚釣りな ど 

の 遊戯 機関 も そなわつ ていた。 それら はもち ろん、 大 



しまう の を 恐れる ばかりでなく、 僕 は 主人の ジョン- 

ヒンク マン 氏 を 大いに 恐れて いるが ためであった。 か 

の 紳士 は 僕の よい 友達で は あるが、 彼にたい してお ま 

えの 姪 を くれと 言い出す の は、 僕 以上の 大胆な 男で な 

ければ 出来ない ことであった。 彼女 は 主として この 家 

内 いっさい のこと を 切り 廻して いる 上に、 ヒンク マン 

氏が しばしば 語る ところに よれば、 氏 は 彼女 を晚 年の 

杖 はしらと も 頼んで いるので あった。 この 問題に つい 

て、 マデ ライン 嬢が 承諾 を あたえる 見込みが あるなら 

断然 それ を 切り出す だけの 勇気 を 生じた でも あろうが 

前に もい う 通りの 次第で、 僕 は 一度 も 彼女に それ を 打 



ち 明けた こと はなく、 ただ それにつ いて、 昼も夜も I 

I ことに 夜 は 絶えず 思い 明かして いる だけの ことで 

あった。 

ある 夜、 僕 は 自分の 寝室に あてられた 広び ろしい 一 

室の、 大きい ベッドの 上に 身 を 横たえながら、 まだ 眠 

り もやらずに いると、 この 室内の 一部へ 映し 込んで き 

た 新しい 月の ぼんやりした 光りに よって、 主人の ヒン 

ク マン 氏が ドアに 近い 大きい 椅子に 沿うて 立って いる 

の を 見た。 

僕 は 非常に 驚いた ので ある。 それに は 二つの 理由が 



僕に 頼みに 来たので あろう か。 こう 考える と、 僕の 胸 

はにわ かにお どった。 

その 瞬間に、 かの 幽霊の ような もの は 話しかけた。 

「あなた は ヒンク マン 氏が 今夜 帰る か ど うだか、 一 J 承 

知です か」 

彼 は 心配そう な 様子で ある。 この場合、 うわべに 落 

ち 着き を 見せなければ ならない と 思いながら、 僕 は 答 

えた。 

「帰りますまい」 

「やれ、 ありがたい」 と、 彼 は 自分の 立って いたと こ 

よ うち 

ろの 椅子に 倚りながら 言った。 「ここの 家に 一 一年 半 も 



うち 

住んで いる あいだ、 あの人 は ひと 晚も家 を あけた こと 

はなかった のです。 これで 私が どんなに 助かる か、 あ 

なた に はとても 想像が つきます まいよ」 

ザ J う 言 いながら、 彼 は 足 をのば して 背中 を 椅子へ 寄 

せかけ た。 その 姿 かたち は 以前よりも 濃くな つて、 着 

物の 色 も はっきりと 浮かんで きて、 心配そう であった 

彼の 容貌 も 救われた ように 満足の 色 をみ せた。 

「二 年 半 …… 」 と、 僕 は 叫んだ。 「君の 言う こと は 分か 

らな いな」 

「わたしが ここへ 来てから、 たしかに それほどの 長さ 

になる のです」 と、 幽霊 は 言った。 「なにしろ 私の は 普 



れ ている のです。 それ はまった く 前例の ないような 不 

思議な 話で …… 。 今から 二 年 半 以前に、 ジョン. ヒン 

ク マンと いう 人 は、 大病に 罹 かって この 部屋に 寝て い 

たのです が、 一時 は 気が 遠くな つて、 もう 本当に 死ん 

だの だろうと 思われた のです。 その 報告が あま リ 軽率 

であった ために、 彼 はすで に 死んだ ものと 認められて、 

わたしが その 幽霊になる ことに 決められ たのです。 さ 

ていよ いよ その 幽霊と なった 時、 あの 老人 は 息 を 吹き 

かえして、 それから だんだんに 回復して、 不思議に 元 

のから だに なった と 分かった ので、 その 時の わたしの 

驚きと 怖れ は どんなで あつたか。 まあ、 察して くださ 



あった。 ヴ イラ— 君と いうの は 一個の 紳士で、 彼 も マ 

デ ライン 嬢に 対して 大いに 注目して いるら し いので、 

僕 は それ を 考える たびに、 彼に 対して 忍ぶ あたわざる 

不快 を 感じて いたのであった。 

「あなた、 ヴ イラ ー さんの こと を そんな ふうに 言つ て 

は 悪う ござんす わ」 と、 彼女 は 言った。 「あのかた は 若 

いに 似合わず、 非常によ く 教育され て、 物が よく 分かつ 

て、 へいぜいの 態度 も 快活な 人です わ。 あのかた はこ 

の 秋、 立 法官 に 選挙され たと 言 つてい らっしゃ るので 

すが、 私 も 適任者 だと 思って いますの よ。 あのかたな 

らば きっとよ う) J ざん すわ。 言う べき ことがあれば、 



の ほかはなかった。 彼 は 非常に 気が たかぶつ ていて、 

その 頭の 上に 両腕 を ふりまわ していた。 それ を 見た 一 

剎那、 僕 は うんざりした。 出しゃばり 者の 幽霊め が 入 

り 込んで 来たので、 すべての 希望 も 空に帰した。 あい 

つが ここにい る 間 は、 僕 は 何も 言う - J と は 出来な い の 

である。 

「ご存じで すか」 と、 幽霊 は呶 鳴った。 「ジョン • ヒン 

ク マン 氏が あすこの 丘 をの ぼって 来る の を …… 。 もう 

十五 分 間の のちに はこ こへ 帰って来ます ぜ。 あなたが 

色女 を こしらえる ために 何 かや つ ているなら、 大急ぎ 

でお やりなさい。 しかし、 私 はそんな こと を 言いに 来 



幽霊になる ことが 出来て、 私 は どんなに 嬉しい か、 あ 

なた に はとても 想像が つきます まいよ」 

「ォ ー!」 と、 僕 は 起ち あがって、 はなはだ 不格好に 

両腕 を ひろげながら 叫んだ。 「私 は あなたが 私の もの 

でありし こと を 天に 祈ります！」 

「私 は 今、 あなたの ものです」 

マデ ライン 嬢 は 眼に いっぱいの 涙 をた たえて、 わた 

し を 仰ぎ な が ら 言 つ た 。 
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